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 坂本氏は、リピートの目的を映像を通して明確にして

いました。発音や口慣らしだけではなく、集団を統率し

たり、授業規律を整えたりする上で、リピートが大変有

効であることが、模擬授業から伝わってきました。 

 

 インタビューテストを実施する上でのマネジメントと実

際の評価基準について実際の授業映像を活用しなが

ら説明されました。インタビューテストの間、空白の時

間が生まれないように、単元テストと同時進行で行う

実践は、パフォーマンステストを行う上で、大きなヒント

になり得るでしょう。 

 

 松井氏は、コロナ禍においてペア活動が制限されて

いる中で、生徒たちが活動的になれるゲームやアクテ

ィビティを紹介されました。参加者も実際に体験しなが

ら、その楽しさを実感していました。また、アプリを活用

したテスト採点システムを具体的に説明され、今後の

働き方改革のヒントを共有することができました。 

 

 新学習指導要領が始まり、教科書が大きく変わった

ことから、教科書をどのように活用し指導するか手探り

状態の先生方が多数を占めていました。そのため、参

加者同士で普段の指導について交流する時間を設け

ました。困難に感じている点の多くが共通しており、大

変有意義な交流時間となっていました。 

 

 風間氏から、約３ヶ月間の授業実践から、教科書の

各セクションの意図と、それを指導するポイント並びに

難しさなど具体的に伝えてもらいました。そのうえで、

学習指導要領の目標に照らし合わせて、必ずおさえ

なくてはならない指導事項と今後の指針についてのヒ

ントが語られました。 

 


